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ご意見やご感想を下記へお願いします。
広島大学病院  秘書室広報担当　〒734-8551 広島市南区霞一丁目2番3号  Tel 082-257-5014  Fax 082-257-5074

http://www.hiroshima-u.ac.jp/hosp/

S06-0030 地球環境にやさしい印刷方法で
作成されています。
E3PA（環境保護印刷推進協議会）
シルバー認証

10063.5

広 島 大 学 病 院 の ホ ー ム ペ ー ジ

わかりやすく見やすいページづくりを心がけていこうと思いますので、 引き続きご愛顧のほど、 よろしくお願いします。

すぎやま

すぎやま

?

放射線診断科とは聞きなれない診療科ですが、どのようなことを
行う診療科ですか？

では、全ての診療科と関連しているということですか？

放射線検査以外には、どのようなことをされるのでしょうか？

今年2月、放射線診断科の診療科長に就任された
粟井和夫先生にインタビューしました。

インタビューしました！

病院機能評価（Ver.6.0）
認定取得

すぎやま

身体に数ミリの小さな穴を開けて、そこからカテーテルという細
い管を入れて、患部に直接薬を投与したりする治療も行っていま
す。身体を切開しないこの治療は、身体への負担も少なく、さら
に病変部に直接薬を投与できるため副作用が少なく、これから放
射線診断科では増えていく治療になると思います。

直接、患者さんとお話したりすることは少ないのですが、診療科
で「レントゲンを撮ってきてください」「MRIに行って来て下さい」
と指示されると、それは全て当科の業務となるため、間接的では
ありますが受診されるほとんどの患者さんと、関わっていることに
なります。

放射線診断科は、X線検査、CT・MRI・RI（ラジオアイソトープ
を使った検査）などの最新機器を駆使して体の外から患者さんの
体の中でどのような変化を起こっているかを診断して、各診療科
の先生に報告することが主な業務です。

　２０１０年３月５日、本院は、病院への第三者評価機関である
（財）日本医療機能評価機構が実施する「病院機能評価
（Ver.6.0）」の認定を取得しました。平成１７年１月にVer.4.0の
認定を受けており、５年に一度の最初の更新をいたしました。
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平成22年度
病院の組織図
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越智光夫病院長が
平成22年度科学技術分野の文部科学大臣表彰受賞

新診療棟の建設着工 ＊人と環境にやさしいグリーンホスピタルへ＊

　新診療棟は、地上５階地下１階で医科・歯科外来
機能を集約した延べ床面積38,560㎡の建物で、
2013年６月の完成を目標に2010年２月１日、建設
に着工しました。

 文部科学省が、科学技術に関する研究開発、理解増進等において、顕著な成果を収めた者を表彰する
「科学技術分野の文部科学大臣表彰」の「科学技術賞」に、越智光夫病院長の「三次元培養による軟骨
再生技術の振興」が受賞しました。
　越智病院長は世界に先駆けて、三次元培養による軟骨再生技術を開発し、再生医療の産業化の基盤
をつくったことが評価され、実用化を担当する（株）ジャパン・ティッシュ・エンジニアリングと共同で受賞し３
名で、２０１０年４月１３日に東京の京王プラザホテルで行われた受賞式に出席しました。

3月現在

川端達夫文部科学大臣のあいさつ 越智光夫病院長（中央）と（株）ジャパン・ティッシュ・
エンジニアリングの畠部長（左）と菅原研究員（右）

記念楯と賞状（越智光夫病院長）

安全祈願祭（2月）

5月現在 2010年５月12日に行われた初回手術の様子

　「da Vinci S HD （ダヴィンチS 
HD）」は、2010年に厚生労働省
が正式認可した内視鏡手術ロボッ
トで、同年３月、中四国で初めて当
院に設置し、既に2例目を実施しま
した。
　「da Vinci S HD」は人間の手
の動きをそのまま鉗子に伝えるこ
とができるため、狭い術野での精
密な手術がロボットアームを操作
することで、より簡便に、また安全
に行うことができます。

中・四国初！内視鏡手術ロボット「da Vinci S HD」
による初回手術を実施しました。

○科学技術賞（科学技術振興部門）
業績名 ： 三次元培養による軟骨再生技術の振興
広島大学病院長　越智　光夫
（株）ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング　常務取締役　研究開発部長　畠　賢一郎　氏
（株）ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング　研究開発部上席研究員　　　菅原　　桂　氏

グリーンホスピタルとは、グリーン化技術、グリーンガーデン（屋上緑化・壁面緑化）、グリーンアートを建物に採用した作りのことです。

お知らせ 2010年４月 口腔インプラントセンターを設置しました。　
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